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異写本パラレル・テクストを用いた 
B言語からの AB言語検証： 
語彙の視点から1
小　野　祥　子
1．はじめに
A言語（Cambridge, Corpus Christi College MS 402の言語）で書かれた
宗教散文 Ancrene Wisse（以後 AW）および B言語（Oxford, Bodleian Li-
brary MS Bodley 34の言語）で書かれた宗教散文 Katherine Group Text（以
後 KG）は Old EnglishからMiddle Englishへの移行期後期である 13世紀
の英語の変化の様相を伝える数少ない貴重な資料である。これらの作品は複
数の写本に残されていることで、史的言語研究資料として一層その重要性を
増している。異写本間の異同の精査・比較検討から、言語の変化をより正確
に把握することが可能になるからである。本稿では、2011年に刊行された
e Katherine Group: A ree-Manuscript Parallel Text （2011）および、そ
れ以前に刊行されたe Ancrene Wisse: A Four-Manuscript Parallel Text, 
Preface and Parts 1–4 （2003）、e Ancrene Wisse: A Four-Manuscript Paral-
lel Text, Parts 5–8, with Wordlists （2005）を活用し、AB言語の異写本間の
言語変異の比較検討を行う。とくに、Katherine Group Textにおける古ノル
ド語からの借入語について、頭韻との関連で、どのように用いられているか
を検討する。
2．テクストおよび写本について
KGは上述MS Bodley 34を含む 3写本に残されているが、その中の個々
の作品によって写本における分布が異なる。AWは上述 Corpus Christi 
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College MS 402写本を含む 12の写本に残されているが、その中には完全で
ない fragmentsも含まれている。それらの写本の名称を以下に示す。
Ancrene Wisse （AW）
Cambridge, Corpus Chrisit College, 402（A）
Cambridge, Gonville and Caius College, 234/120
Cambridge, Magdalene College, Pepys 2498
London, British Library, Cotton Cleopatra C. vi. （Cleo）
London, British Library, Cotton Nero A.xiv. （N）
London, British Library, Cotton Titus D.xviii. （T）
London, British Library, Royal 8 C.i. （R）
Oxford, Bodleian Library, Eng. th.c.70
Oxford, Bodleian Library, Eng.poet. a.1
Oxford, Bodleian Library, Laud misc. 201.
Oxford, Bodleian Library, Laud misc. 381.
Katherine Group Text （KG）
Seinte Katerine （SK）:
London, British Library, Cotton Titus D.xviii. （T）
London, British Library, Royal 17 A.xxvii. （R）
Oxford, Bodleian Library, Bodley 34. （B）
Seinte Iuliene （SJ）
London, British Library, Royal 17 A.xxvii. （R）
Oxford, Bodleian Library, Bodley 34. （B）
Seinte Marherete （SM）
London, British Library, Royal 17 A.xxvii. （R）
Oxford, Bodleian Library, Bodley 34. （B）
Hali Meiðhad （HM）
London, British Library, Cotton Titus D.xviii （T）
Oxford, Bodleian Library, Bodley 34. （B）
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Sawles Warde （SW）
London, British Library, Cotton Titus D.xviii. （T）
London, British Library, Royal 17 A.xxvii. （R）
Oxford, Bodleian Library, Bodley 34. （B）
KGの各写本を書いた写字生と写本の推定年代は下記の通りである。
Bodley 34: one scribe, 1200–1225
Royal 17 A. xxvii: three scribes, 1220–30
Cotton Titus D. xviii:  one scribe, 1225–50, modernization, improvement 
of alliteration （d’Ardenne （1981） p. lii）
KGの各作品について、行ごとに写本間の比較検討ができるように配置し
たものが Shoko Ono and John Scahill, with Keiko Ikegami, Tadao Kubouchi, 
写本と作品の分布表
AW SK SJ SM HM SW
Cambridge, Corpus Chrisit College, 402 ○
Cambridge, Gonville and Caius College, 234/120 ○
Cambridge, Magdalene College, Pepys 2498 ○
London, British Library, Cotton Cleopatra C. vi. ○
London, British Library, Cotton Nero A.xiv. ○
London, British Library, Cotton Titus D.xviii. ○ ○ ○ ○
London, British Library, Royal 8 C.i. ○
London, British Library, Royal 17 A.xxvii. ○ ○ ○ ○
Oxford, Bodleian Library, Bodley 34. ○ ○ ○ ○ ○
Oxford, Bodleian Library, Eng. th.c.70 ○
Oxford, Bodleian Library, Eng.poet. a.1 ○
Oxford, Bodleian Library, Laud misc. ○
Oxford, Bodleian Library, Laud misc. 381. ○
―28―
Harumi Tanabe, Koichi Nakamura, Satoko Shimazaki, Koichi Kano, eds. e 
Katherine Group: A ree-Manuscript Parallel Text （Peter Lang, 2011）であ
る。KGについては、写本間の異同は大きいとはいえないが、その差異を精
査することで各写本の傾向を明らかにすることができる。ただし、KGにつ
いては、下記のように、そこに含まれる作品のスタイルの違い、作品のサイ
ズの違いがあり、それを踏まえて分析することが必要となる。
各作品とそのスタイルの分類（Dance （2003）, Millett （1982））
SK, SM, SJ: lives of saints, heavily alliterative and rhythmical style
HM: address on the virtues of virginity, vigorous rhetorical prose
SW: allegorical homily, vigorous rhetorical prose
AW: intimate and conversational style
各作品のサイズ（Bodley写本に基づく行数）
SK Bodley 34 f.1r01–f.18r14 864行
SM Bodley 34 f.18r14–f.36v16 930行
SJ Bodley 34 f.36v17–f.52r23 782行
HM Bodley 34 f.52v01–f.71v21 971行
SW Bodley 34 f.72r01–f.80v25 450行
3．AB言語について
Tolkienが最初に “Ancrene Wisse and Hali Meiðhad”（1929） の中で AB
言語の存在を指摘した。彼の議論によれば、A写本（Cambridge, Corpus 
Chrisit College, 402）に記された AWの言語と B写本（Oxford, Bodleian 
Library, Bodley 34）に記された KGの言語には、音韻、形態、綴りに関し
てかなりの類似点が見られ、そのことから彼は AWと KGは共通の言語で
書かれたものであると考えるに至る。そして、この共通の言語を AB言語と
呼び、13世紀初頭の南西中部方言に見られる書き言葉の標準語であると結
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論づけた。
その後、Chambers （1932）は、AB言語を根拠として英語散文の連続性を
説き、Englishnessの継続を主張した。一方、Wilson （1959）は KGには現
代英語散文との継続性は見られず、AWについてもフランス語の影響などか
ら英語散文の継続性を証明するのは無理があり、文構造の検証が必要である
としている。また、Clark （1966） により AWと KGにおける語彙の差異が
指摘されるなど、AB言語に内在する多様性が指摘された。Bately（1988）
は、KGに古英語 Anglian方言の語彙が残っているかを検証し、その結果か
ら KGは OEのWinchester Schoolの伝統を受け継ぐものとは考えられない
として、Aelfricとの関連を否定している。その後、AWについては、Shep-
herd（1985）によりラテン語修辞法、Millett（2005）によりヨーロッパ大陸
の文体などの影響が指摘され、英語散文の継続性についての議論が続いてい
る。
4．借入語について
AW、KGに見られる借入語の研究としては、Clark（1966）が Romance 
loan wordsの量と文体との間に相関関係が見られることを指摘している。
すなわち、伝統的聖人の物語である SK, SM, SJではその割合が低く、抽象
的説明文である AWではその割合が高い、としている。とくに、AWでは
フランス語借入語の割合が高いが、それは AWのテーマが抽象的な宗教に
関するものであることと関連しているとしている。また、Bately （1988）は
これに対して、フランス語借入語の割合が AWでは KG作品より多くなっ
ているが、その要因は主題および主題へのアプローチの違い、頭韻の用法の
違いなど複数の要因が考えられるので、単純にフランス語借入語がこの時期
に増えたと考えることはできないとしている。Dor （1992）では、KGに見
られるフランス語借入語について、一部はまだ英語の語彙に同化していない
「外国語」という位置づけであった可能性があることを指摘している。フラ
ンス語借入語については、Zettersten （1965）が AWについての網羅的研究
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を行っている。
スカンジナビア系の言語である古ノルド語（ON）借入語については、
Dance （2002）が、ON借入語の同化について、Dobsonの提唱するWest 
Midlandから英語に入ったという説に疑問を呈している。借入された後に
方言間で移動する可能性も視野にいれて勘案すべきであるとしている。加え
て、Dance （2003）では、初期中英語におけるON借入語について、AW、
KGを含む網羅的研究成果が示されている。また、Bator （2010）は廃用に
なった ON借入語について、本来語、他の借入語との競合関係を検証しつ
つ、これらの語が廃語となった要因を明らかにしている。
5．頭韻とハイブリッド語
本論では、この二つの現象を取り上げて、ON借入語がどの程度英語に同
化していたかに焦点を当てて考察する。KGにおける頭韻については、Mil-
lettが Hali Meiðhad, EETS os 284 （1982）において下記のように指摘してい
る。
It is clear that Hali Meiðhad is linked with the rest of the group by numer-
ous verbal parallels, usually brief but sometimes more extended.  Some are al-
literative collocations: these are shared mainly （though not exclusively） with 
the saints’ lives of the ‘Katherine group’, which make a relatively heavy use of 
alliteration.  A few of them, like licomes lustes and sorhe ant sar, are tradition-
al and can be found elsewhere in Middle English literature; others, such as 
awakenin ant waxen, hoes ant hoker, tolimet lið ant lire, selhðe ant sy, and 
weorrið ant warpeð, seem to be conned to this group of texts.  It is always 
possible that even those alliterative phrases not recorded elsewhere are part 
of a broader stylistic tradition not conned to the ‘AB group’, but it is worth 
noting that they are oen used in similar contexts in dierent works of the 
group̶weorrið ant warpeð, for instance, is used guratively in both Hali 
Meiðhad and Seinte Margarete to describe sexual temptation attacking chasti-
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ty. （Bella Millett, Hali Meiðhad, EETS os 284 （1982）, Introduction, p.xix）
KGには、Middle English全体に見られる頭韻のみならず、このグループ
特有と言える頭韻句が存在している。AB言語に限られた頭韻であるとは限
らないが、このグループで共通の用法と考えられる用法が見られるという。
いずれにしても、頭韻が 13世紀の英語の伝統として継続していたことは明
白であり、その中で借入語が用いられているということは、その語が英語の
用法の中に組み込まれて同化していたことを判断する一つの手がかりと考え
られる。
一方、現代英語の nicely（フランス語からの借入語である niceに英語本
来の接尾辞である-lyが付いたもの）にも見られるいわゆるハイブリッド語
は、借入語が英語に元からある接尾辞あるいは語尾変化と結びついて新たな
語形が造られる現象であり、借入語が英語の一部として同化して用いられて
いることを示している。これも、借入語が英語に馴染んでいたことの証左と
なり得るものである。
6．KGテクストに見られるON借入語
上述のように Dance（2003）によって Early Middle Englishの南西中部方
言における ON借入語について網羅的な研究がなされている。KGについて
も上記 3写本のうち Bodley写本（B）と Royal写本（R）に基づいた結果を
提示している。Danceによれば、表 1．に示すように、KG全体では語彙素
（dierent lexeme）として 129の ON借入語が用いられている。Bに限って
みると、語彙素は 119 、用例の延数は 437語であるという。
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表 1．ON借入語の頻度（Dance, 2003: 338）
KG （B, R写本） 129（語彙素数）
B 写本 119（語彙素数）
SK  51
SM  51
SJ  43
HM  53
SW  21
437（頻度）
107
124
 70
106
 30
R写本 103（語彙素数）
SK  57
SM  53
SJ  43
HM  53
SW  21
369（頻度）
128
128
 70
106
 30
Cf. AW（全ての写本）　　　172（語彙素数）
 A 154（語彙素数） 516（頻度）
 Cleo 140 470
 N 122 465
 G 104 236
ただし、Danceはハイブリッド語（例えば、freolec, meokeschipeのよう
な派生形をあげているが、OEDは freolecを ON借入語としていない）およ
び、OEから存在する語が ON語の影響を受けた形を呈しているもの（例え
ば、keiser）などを広く含めた数を提示している。上記のように、Ancrene 
Wisseの全写本には 172の ON語彙素が見られるが、KGに比べると AWは
作品の大きさに比して ON借入語の使用は少ないと言える。また、Dance
のリストは T写本を含めていないが、Ono & Scahill （2011） のパラレル・テ
クストから T写本に現れた ON借入語として drupninde （＜droupen 
（ON） ＋-en） を加えることができる。
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7．頭韻句
Danceの ON借入語のリストのうち、KGの B写本のなかで、頭韻句に
用いられている語の語数を作品ごとに示す。ここでとりあげる頭韻句には
milde and meok （mild and meek）のように andで結合されているものと、
meiðhades menske （honour of virginity）のように andのないものとの二つ
のタイプが含まれている。（cf. Dance, 2003: 339–63）
Danceがあげている 119語に対して、ほぼ半数にあたる 66語（語彙素と
して）が頭韻句で用いられている。下記の表 2．で、D （dierent lexemes）
は、各作品における総語彙素数を示す。また、これらの ON借入語が KG
中に現れる延べ頻度数は 139である。これを下記の表 2．では T （total fre-
quency）で示している。具体例は、下記のとおりである（下線部が ON借
入語）。
例： bisteaðet & bistonden, bidde þeos bone, clepien & callen, deien o dreori 
deð, gold & gersum, grisliche gra, hoes & hoker, leafdi leasteles, liðes & 
lusteð, meidnes menske, milde & meoke, stute stonden, wan & wurst
Cf. フランス語借入語と結ばれた頭韻句もある： liunes leohe, misterie ant 
te menske
表 2．KG、B写本で頭韻句に現れる ON借入語
D T D/T T/総行数
SK
SM
SJ
HM
SW
30
36
18
16
 7
39
53
29
34
 7
0.77
0.68
0.62
0.47
1.0
0.045
0.057
0.037
0.035
0.015
表 2．で 「D/T」 は、語の数（総語彙素数）を延数で割った数値であり、同
じ語が繰り返し出てくるとこの値は低くなる。一方、「T/総行数」は、頭韻
に現れた語の延数を各作品の総行数で割ったもので、一行当たり ON語が
出現する割合を示すことになる。これらの値を作品ごとに比較すると下のよ
うになる：
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D/T： SK＞SM＞SJ＞HM＞SW
T/総行数： SM＞SK＞SJ＞HM＞SW
AB言語が用いられていた 13世紀のこの地域の英語で、相当数のON借
入語が OEから備わる英語の特徴である頭韻の形式のなかに取り入れてられ
ていることが分かる。このことから、すでに当時英語の語彙に ON借入語
がかなりの程度馴染んで用いられていたと推測できる。
表 2．では、D/Tの値（Dを Tで割った値で、繰り返し同じ語が使われて
いるか、多様な語が用いられているかを表す）および、T/総行数の値（T
を総行数で割って、一行あたりの出現数を表す）を示している。多様な語を
用いて頭韻句を駆使しているのは saints’ livesのジャンルに属する SK, SM, 
SJ （D/T 0.6以上）であり、HMは同じ表現、とくにmeidenes menskeの繰
り返しが多く、異なる様相を示している。一方、頭韻に ON語が 1行あた
り出現する率が最も頻繁で、かつ多様な頭韻句を用いているのは saints’ 
livesに属する SK, SMである。SJは SK,SMより少し規模の小さい作品であ
るが、saints’ livesのなかでは ON語の 1行当たりの頻度も頭韻句の多様性
も最低である。また、HMの ON借入語の頻度は、meiðhades menske, 
menske of meiðhad, meidenes menskeなどmenske ‘honour’を含むフレーズ
が 10回を占めており、実態は多様な頭韻句で ON語を使っているとは言い
難い。さらに、SWは他の作品の半分の規模の作品であり、正確な比較には
ならないが、ON語の頻度・種類とも最も低い。このように、従来指摘され
てきた 5つの作品のスタイルの違いに、頭韻における ON借入語の用法が
そのまま当てはまるとは言えない。また、saints’ livesのジャンルの中でも
SJは SK, SMというよりHMに近いように思われる。すなわち、SM＞SK＞
SJ＞HM＞SWという具合に層をなしている。saint’ livesのスタイルは常に
heavily alliterative and rhythmical styleと 1くくりにされているが、頭韻句
に現れた ON借入語からみると、3作品は一様ではないことが分かる。一
方、vigorous rhetorical proseとされるHMも SWに比して頭韻に現れる
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ON語が多く、HMはどちらかといえば SJに近いと言わざるを得ない。今
後 B写本に見られる AB言語作品を研究対象とする場合、このような多様性
を内包する可能性を視野に入れる必要がある。
スタイルによる差はあるものの、KGに見られる ON借入語のうち半数以
上の語が頭韻の形式に取り込まれて英語のなかに生かされているということ
は、ON借入語が当時の AB言語のみならず南西中部方言の英語語彙のなか
で一定の位置を占めていたものと考えられる。
8．ハイブリッド語（20語）
KGで頭韻に見られる ON借入語 66語のうち 20語はハイブリッド語であ
る。ON起源の語が語幹としても接尾辞としても OE語と同じように語形成
において productiveに用いられている。このことは、ON借入語が英語の
語彙の一部として本来語と同様に活用されていたことを示している。ハイブ
リッド語のタイプと例は下記の通りである（網掛け部は ON起源）。
OE語幹＋ON接尾辞： e.g. godes goddlec, hoes & hoker
ON語幹 OE接尾辞： e.g. deriche deien, druicninde & dreori, to ut-
tunge & te fode
OE 接頭辞＋ON 語幹＋OE 接尾辞： e.g. unroles uuel 
[unroles ‘unresting’＜un-（OE）＋ro（ON ‘rest’）＋-leas（OE）]
9．廃語となったもの
上述の頭韻に見られる ON語 66語のうち、37語は OEDで「廃用」とさ
れており、そのうち 24語はME以降に生き延びていない。頭韻には用いら
れていないが KGに現れる ON借入語については、53語中 30語が OEDで
廃用となっている ²。南西中部方言において ON語は英語語彙に根付いてい
たものと考えられるが、にも拘わらず、現代英語には伝わらなかった語も多
いことを示している。（廃用となった要因については Bator （2010） 参照）
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OEDで Obs.（廃用）と表示されている語の例：
bloman, derf （adj, n.）, erene, gersum , goodlaik, gro, grith, yate, lastless, 
liðen, menske, orcost, wan, wanless, wandreth, wone
10．写本間の比較
KGパラレル・テクスト （Ono & Scahill （2011）） を用いた比較により、頭
韻などについての写本間の比較が可能になる。ここでは、名詞 derf （trouble
の意） を例にとって B写本と R写本の間の相違を見る。
B 41v20–1, R 61r04–6  （SJ） （/ は改行を示す。;は写本の inverted semicolon
を示す。）
B towart te lutlin ne lihen . for na derf ne / for na deað ; @ ich schule drehen
R  lutlin for na derf / ne for nan wondreðe. ne for dute of
deaðe þah ich hit schulde / drehen.
B写本に見られる derf … deaðの頭韻が、R写本では ON語の wondreðe
が挿入されることによって損なわれている。R写本は B写本ほど頭韻に重
きを置いていない可能性がある。このように、写本間の異同を精査すること
で、各写本の特徴のみならず、AB言語内部の特徴を見出すことができる。
以下に、写本間の異同をまとめる。
（1）Bodley写本と Royal写本の間に相違のある個所（10例）（SM4例、SJ6
例））
 B R
SM B32v04 bigon to bidden dauiðes bone  bigon dauies bone
 B28v16 luuefule þohtes  luueliche lates（＜ON, 
mannersの意）
SJ B46v11 of grisliche gra（＜ON） of þat grisliche ;
 B48v12 he slong（＜ON） & of sloh he sloh him
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Bodley写本の頭韻句に対して、上記 SM B32v04および SJ B46v11、SJ 
B48v12に見られるように、Royal写本では頭韻句が用いられていない箇所
が 6例ある。一方、Bodley写本にはない頭韻句が Royal写本では加えられ
ている箇所が SMに 2例（SM B27r06および上記 SM B28v16）見られる。 
Royal写本の SJにおいて、B写本の頭韻句が保たれていない例、あるいは、
頭韻は維持していても ON語でなく OE語が用いられている例が他より多
く見られた。また、差異のある個所は、SJに多く、とくに 2番目の写字生
の書いた箇所に集中している。これが、Royal写本の scribeの特性か SJ特
有の要因によるものか、さらに吟味する必要がある。
（2）Royal写本と Titus写本の差異がある個所　（SK、1例）
 R T
SK R21r04　deriche（＜ON）　deien（＜ON） deaðlich　deien
（この箇所は B写本にはない。）
R写本では、ON借入語で頭韻が構成されているが、T写本では頭韻その
ものは維持しているが、ON語 dericheでなく OE語 deaðlichが使われて
いる。
（3）Titus写本が Bodley写本および Royal写本と異なっている箇所　
（SK、3例）
 B、R T
SK B17r03 He зettede hire & зef He зettede hi-/re & wið
 bliðeliche leaue bliðeliche leaue .
（зettin: OED†yate v. to grant, bestow）
B、R写本ではзettede…зefの頭韻が用いられているが、T写本ではзefは
現れず、頭韻の形式とはなっていない。一方、下記の例では、B写本、R写
本に見られる頭韻が、T写本でも維持されているものの、OEの本来語では
なく、OF語を用いている。
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 B、R T
SK B5v12 Hei hwuch wis read of Hei hwuch wis read of
 se cud keiser makie se monie  se cointe / keiser . makie se 
monie
B写本では、cud （renowned） keiserとなっているが、T写本では、OF語
の cointe ‘knowing’ （OF）を用いている。この場面は国中から集めた 50人
の学者の代表が皇帝Maxentiusに対して話かける場面である。T写本
T144rb20–21では “O icud keiser”も使われているが、この場面は burhreue 
（＝town-reeve）が同皇帝に呼びかける場面である。OF語の使用と話し手
の身分との関係を考えると興味深い。
（4）Titus写本と Bodley写本が異なる箇所　（HM、2例）
下記の例では、T写本では頭韻が見られるが、対応する B写本では頭韻
の形式がとられていない。
 B T
HM B69v08 grei ; ase under grene . & áá  grei as under / Grene & gra
（＜ON）
HM B70r14 Loke hu þah ha lette hire.  Loke hu lah（＜ON） ha / 
lette hire
この 2例では、B写本では頭韻でない箇所でも、T写本は ON語を使って頭
韻を構成している。d’Ardenne & Dobson （1981）の指摘によれば、Tの写
字生は頭韻を維持することに熱心であり、自身で頭韻を改良していたという
（liii）。これらの例はこの指摘に沿ったものと言える。
11．AWとの比較
KGテクストの中で頭韻句に現れる ON借入語は 66語である（cf. p. 6）。
このうち、AWでも頭韻句で用いられている語は 22語であり、全体の 3割
にとどまっている。また上記 66語の中で、AWでは全く用いられていない
語も 22語ある。それ以外の語は AWで用いられていても頭韻とは無関係に
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現れている。用例数も KGの 139に対して、AWの用例数は 44語であり、
KGに比して少ない。AWでも用いられている ON語による頭韻句の例とし
て動詞 crokinの例を下に示す :
crokin ‘to twist’  AW2章
（A＝Corpus写本、C＝Cleopatra写本、N＝Nero写本、V＝Vernon写本）
A 26v21, V 376va07
A droh ut al þe bodi eer . wið clokes of crokede & kene fon/dunges.
C droch ut al þe bodi eer wið crokede cro/kes & kene fondunges.
N  drouh al ut þet bodi eer . / mid clokes of crokede & of kene uond-
unges.
V  drou￥ out al þe bodi aer . wiþ Crokes of crokede & / kene fondyn-
ges.
その他の例：
blac ase blamon, bit bone, hoker & hoes, meidenes menske, milde & 
meoke
AWが 8章から成る大きな作品であることを考えると、ON語を含む頭韻
句は、KG テクストでより頻繁に用いられていることは明らかである。この
頻度の差は KGテクスト特有の頭韻が多くリズミカルなスタイルのもたらし
たものと推測される。KGのスタイルには 1音節語、2音節語の多い ON語
がリズムを構成する上で好まれたものと考えられる。しかし、上に示したよ
うに AWでも、KGと同様の ON語を含む頭韻句が現れており、AB言語に
おいては、ON借入語が語彙の一部としてなじんでいたことは事実と考えら
れる。
12．結論
KGテクストに現れる ON借入語のうち半数以上の語が古英語から伝来す
る頭韻の形式に取り込まれて英語のなかに生かされている。このことから、
ON借入語が当時の南西中部方言の英語語彙のなかで一定の位置を占めてい
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たものと考えることができる。さらに、KGで頭韻に使われている ON借入
語は、語幹としても接尾辞としても OE語と結びついき、ハイブリッド語を
多く形成している。この面からも ON借入語が英語に馴染んで用いられて
いたことが分かる。
また、今回の検証により、KGテクストの 5つ作品は、従来のスタイルに
より聖人伝（SK, SM, SJ）、論述文（HM）、寓話による説教（SW）に分類さ
れているが、実際はそれ以上に多様である可能性がある。とくに、SJにつ
いては、SK, SMと異なる面が散見されるので、写字生、テーマ、内容との
関わりも視野に入れて慎重に検証することが必要である。
写本間の差異については、R写本と B写本の間に、ON語の使用および頭
韻の使用の面で異なる点が少なからず存在することが注目される。とくに、
第 2の写字生が書いた SJの部分については頭韻句から ON語を削除してい
ること、その一方で頭韻回復のために OF語を用いていることなどは、特異
な現象であり、今後の検証が必要である。T写本は B写本の頭韻を基本的
に踏襲し、よりよい頭韻を目指す意図が見て取れる。KGテクストは写本に
よる伝搬の過程で写字生による改変、逸脱が加えられ、その結果として多様
性が生まれたものと考えられる。
AB言語で書かれた KGと AWであるが、頭韻句における ON語の頻度に
大きな差がある。その差は当然 AWと KGの書かれたスタイルの差からく
るものと推測されるが、そうであっても一方で共通の表現も現れており、
AB言語共通の基盤があったことも明らかである。今後、同方言で書かれた
他の作品との比較により、このような AB言語の特徴が当時の標準文語と言
えるのか、または特定のグループに属する写字生に特有の限定された言語と
考えるべきかを検討する必要がある。
Notes
 1. 本稿は、2011年 12月 3日に大東文化大学に於いて開催された「日本中世英語
英文学会第 27回全国大会」における狩野晃一氏との共同口頭発表「異写本パ
ラレル・テクストを用いた B言語からの AB言語検証：語彙の視点から」を基
―41―
にしたものである。とくに、1–3頁にかけての表 1．は狩野氏の作成によるも
のである。
 2. Magdalena Bator, Obsolete Scandinavian Loanwords in Englishにおいては、現
代英語において特定の地域方言、特定の使用域で限定的に用いられているもの
は「廃用」に含めていない。本稿では、OEDで「方言、史的用法などを除い
て obsolete」としているものは、「廃用」に含めている。
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